
問　

最
終
処
分
場
の
延
命
化
を
図
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

答　

平
成
十
五
年
度
か
ら
焼
却
灰
を
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
し
て
お
り
、
平
成
十
七

年
度
か
ら
は
、
埋
立
ご
み
再
処
理
事
業

に
よ
り
、
埋
立
量
の
減
量
を
図
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
最
終
処
分
量
は
、
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
平
成
二
十

二
年
度
の
計
画
目
標
に
近
づ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
現
在
埋
立
処
分
し
て
い
る
焼

却
飛
灰
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
に
よ
り
、

最
終
処
分
場
の
さ
ら
な
る
延
命
化
が
図

ら
れ
る
。

問　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
や
経

済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
高
効
率
給
湯
器

導
入
補
助
事
業
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
上
で
、

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の

削
減
は
、
エ
コ
活
動
の
重
要
な
取
り
組

み
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
静
岡

県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
と
県
内
の
住
宅
建
設
・
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
事
業
者
、
省
エ
ネ
設
備
業
者
等
が

平
成
二
十
年
末
に
設
立
し
た
静
岡
県
エ

コ
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
協
議
会
を
通
じ
、

家
庭
で
の
高
効
率
給
湯
器
の
設
置
を
含

む
省
エ
ネ
改
修
な
ど
に
対
す
る
国
の
助

成
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
今
後
、
本
市
独
自
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　

ぬ
ま
づ
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
、
そ
の
位
置
づ
け
と
民
間
事
業
者
に

よ
る
目
的
外
使
用
を
許
可
し
た
経
緯
は
。

答　

本
プ
ラ
ザ
内
の
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
展
示
ス
ペ
ー
ス

と
あ
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
生
ま

れ
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
障
害
の
あ
る

方
な
ど
の
社
会
参
加
の
場
と
し
て
も
位

置
づ
け
て
い
る
。
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
を
市

民
の
主
体
的
な
活
動
の
場
と
し
て
活
用

す
る
た
め
に
は
、
民
間
活
力
の
導
入
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
沼
津
市
行
政
財

産
の
目
的
外
使
用
に
関
す
る
条
例
に
基

づ
き
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
目
的
外
使

用
を
許
可
し
て
い
る
。

今
定
例
会
で
は
、
二
回
の
補
正
に
よ

り
三
十
六
億
七
千
九
百
四
十
九
万
五
千

円
が
追
加
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
予
算
総

額
は
七
百
四
十
七
億
千
八
百
二
十
七
万

九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
（
第
六
回
）
は
、
三
十
四

億
九
千
七
百
万
円
を
追
加
し
た
も
の
で
、

内
容
と
し
て
は
、
定
額
給
付
金
給
付
事

業
費
三
十
三
億
三
千
七
百
万
円
な
ど
が

主
な
も
の
で
す
。
財
源
と
し
て
は
、
特

定
財
源
の
ほ
か
、
一
般
財
源
と
し
て
基

金
繰
入
金
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
補
正
予
算
（
第
七
回
）
は
、

一
億
八
千
二
百
四
十
九
万
五
千
円
を
追

加
し
た
も
の
で
、
内
容
と
し
て
は
、
静

岡
東
部
拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業
費
二

億
七
百
四
十
五
万
円
の
追
加
、
既
往
債

利
子
二
億
三
千
四
百
四
十
九
万
千
円
の

減
額
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
財
源
と

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
定
財
源
の
ほ

か
、
一
般
財
源
と
し
て
市
民
税
な
ど
を

も
っ
て
充
て
る
も
の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

繰
越
明
許
費
と
し
て
鉄
道
施
設
移
転
事

業
七
千
二
百
九
十
四
万
円
な
ど
十
三
事

業
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
一
億
二
千

六
百
九
十
万
八
千
円
を
減
額
す
る
も
の

で
、
そ
の
結
果
、
予
算
総
額
は
二
百
十

七
億
九
千
三
百
三
十
三
万
三
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
介
護
納

付
金
一
億
四
千
七
百
二
十
八
万
四
千
円

な
ど
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
事
業
は
、
八
千
九
百
九
十

二
万
二
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
そ

の
結
果
、
予
算
総
額
は
百
七
億
三
千
四

百
三
十
一
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
介
護
従
事
者
処
遇
改

善
臨
時
特
例
基
金
積
立
金
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

病
院
事
業
は
、
収
益
的
収
入
に
お
い

て
他
会
計
負
担
金
七
千
八
百
万
円
及
び

他
会
計
補
助
金
八
千
二
百
万
円
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

水
道
事
業
は
、
地
震
対
策
事
業
に
対

す
る
補
助
金
と
し
て
、
収
益
的
収
入
に

お
い
て
五
百
二
十
三
万
二
千
円
、
資
本

的
収
入
に
お
い
て
七
百
二
十
九
万
八
千

円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
す
る
も
の
で
す
。

下
水
道
事
業
は
、
資
本
的
支
出
に
お

い
て
企
業
債
償
還
金
四
百
六
十
五
万
円

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

ぬ
ま
づ
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ
の

喫
茶
ス
ペ
ー
ス
の
位
置
づ
け
は

最
終
処
分
場
の
延
命
化
は

高
効
率
給
湯
器
導
入
補
助
事
業
を

実
施
す
る
考
え
は

〈
特
別
会
計
〉

〈
企
業
会
計
〉

〈
一
般
会
計
〉

補
正
予
算
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ぬ ま づ 議 会 だ よ り




